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おおい，そ地の下部長つくっている O 本磯j警は曾我層群(

の構成:撰@分布状況Jなどから，宇都はすご非JIIのチル

そらく多感屈の時代)と考えられて来た O こζでは
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さはこれまで 600m以上(損山@坂本， 1957')あるいは 150m以上(

てきたが，小笠丘陵東北縁では 140仇土，最近のボーリング資料の結果によ

において 170m以上，内部(東大谷)において 190m以上K達する ζ とが明らかと
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第 1園 小笠出繰層の相変化を示す模式断言言図
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れるもので，一般に南西R.25
0
士傾斜する大規模な斜交層理を示す磯層(時比砂@シルトをはさむ)

で特徴づけられ?下半部には大磯@小傑@砂もしくはシルトのリズミカ/レな繰り返しがみられる ζ と

が多し '0 構成撲は砂岩@磯岩@珪質真岩@チャートなどの大井川系亜円磯であるが，基底近くでは?

まれK花岡岩@片麻岩tJ:ど天竜)1I系の亜門擦をまじえる ζ とがある O ζのような taciesの操層を小

笠山磯層小笠相と呼ぶ ζ とにする O

ζれに対して丘陵の西部iとみられる facies は中位に非海成の泥層告示はさむほか，小規模な砂層レ

ンズを有する河成桔的機層で，砂岩.a主とする潟汰不喪の大井川系車円磯~距角磯よりなる O このよ

うな faciesは法多山周辺K広くみられるので，法多相と呼ぶ乙とにする O 小笠丘陵の東北縁では下

部の小笠相が，最上部数7nの法多相iζ明瞭な境界なしに漸移する状況が観察される O 同様の関係はこ

れより西方でも認められるが，次第K上位の法多相が優勢とえfるO ζの関係を模式的iと示せば第 1図

のCとくなると考えられる O
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